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魅力的なオンライン授業づくりの 
工夫・コツを語るオンラインセミナー

今日は、気に入った言葉や内容、感想、考えた
ことなどを、いつでもチャットに書き込んでく
ださい。話している途中で構いません。

マイクはミュートで、カメラはできる限りオン
にしてご参加いただければと思います。

本日のスライドは、終了後、共有します。



今日学ぶこと ＆ 体験すること

1. オンライン授業のコツ・工夫

2. それらを実際に体験してみる
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COVID-19 Pandemic, 2020



COVID-19 Pandemic, 2020

このような状況のなか、僕は一人の研究者として、また教育者として、
自分に何ができるかを考えました。

そう考えるなかで、僕がこれまでに研究で見出してきたもの・学んだこ
と・得た成果が多くの方々の役に立つかもしれない、と思い始めました。



『コロナの時代の暮らしのヒント』
（井庭 崇, 晶文社, 2020年9月下旬出版）

今のコロナの時代を、感染症に関係を侵された時代というだけで
は終わらせず、身近な人との関係を紡ぎ直した時代として過ごし
ていこう、そして、社会で起きた出来事をこれからも忘れないと
いうだけでなく、忘れられないほどのかけがえのない人生の一部
として生きていこう。そういう思いと希望を持って、本書を書き
ました。(「おわりに」より)

生活、学び、仕事に子育て 
不安に揺れる日々を 
いつか思い出になるような 
かけがえのないものにする32の知恵

いま、新型コロナウィルス感染症禍で、誰もが大きなストレス
や不安を抱えながら暮らしています。この難局を乗り越えるた
めには、みんなが創意工夫をしながら、自分たちのよりよい暮
らし、働き方、学び方をつくっていくしかありません。 
そこで、さまざまな分野のコツを集め分析・研究してきたプロ
フェッショナルが、大変な状況のなかでの暮らしをよりよくす
るヒントを、独自の手法でまとめました。 
生活、学び、仕事、子育てなど、ひとつひとつの知恵・工夫は、
シンプルで簡単なものばかり。お子さんがいる家庭にも、一人
暮らしの方にも役立つ32のヒント。みなさんの暮らしをよりよ
くするための参考になりますように。
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https://amzn.to/354O7lD



Facebookグループ「遠隔ミーティング & テレワークのコツ知恵・経験談の共有」 

https://www.facebook.com/groups/remotework.wisdom/

 今週、テレワーク時代の働き方をデザインするための新作パターン・ランゲージを公開します！



Facebookグループ「オンライン授業のコツ・知恵・経験談の共有（よりよいオンライン授業を目指して）」 

https://www.facebook.com/groups/online.education.wisdom



これまで15年間、場所と時間をたっぷりと共有する理想の教育・学びの環境づくり

Workshop Design Class at Keio SFC (2019 Fall)

創造社会論

新入生向けの対話ワークショップ 授業履修者とのCoCooking懇親会



井庭研究室
学部1年～大学院生



井庭 崇, 「コラボレーションによる学び」の場づくり : 実践知
の言語化による活動と学びの支援」, 人工知能学会誌, Vol.24, 
No.1, 2009, pp.70-77

井庭 崇 編著, 鈴木 寛, 岩瀬 直樹, 今井 むつみ, 
市川 力, 『クリエイティブ・ラーニング：創
造社会の学びと教育』, 慶應義塾大学出版会, 
2019年
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僕も、まったく同感だった。

https://www.sfc.keio.ac.jp/news/014513.html



履修者 120人 
学部生 1～4年

創造システム理論 2020
慶應義塾大学 SFC 授業

ゆるい創造 / カオス / トリックスター

online!

若新 雄純井庭 崇

履修者 80人 
学部生 1～4年

メンバー 40人 
学部生 2～4年＋大学院生＋研究員



無記名アンケート
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ゆるい創造 / カオス / トリックスター
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若新 雄純井庭 崇

無記名アンケート



• 「オンラインだからこそつながりが広がるのはとても魅力的だし、オンラインの可能性を感じ
た。」（2年生） 

• 「他の授業にはないスタイルで楽しかったです。」（1年生） 

• 「全体的にとてもインタラクティブであるとともに、インプット＆アウトプットのバランスが良
く素晴らしい講義でした。」（2年生） 

• 「入学早々オンラインで少し凹んでいたのですが、最高の授業でした！」（1年生） 

• 「これだけ先生が情熱をかけて工夫をしている授業はなかなかないと思います。ありがとうござ
いました。」（3年生） 

• 「授業に本格的に入る前に履修者と話し、自己紹介やグループワーク課題について話す事で授業
へのモチベーションを高めるとともに、人と話し交流できる時間があるという点で毎回の授業が
楽しみでした。」（2年生） 

• 「オンラインでも人を感じることができてよかったです。」（2年生） 

• 「いろんな人と仲良くなってこの授業内にコミュニティーが生まれるので私はいい時間だなと思
いました。」（2年生）

無記名アンケート
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ゆるい創造 / カオス / トリックスター
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若新 雄純井庭 崇

授業履修者の声



リアルとは違うが、オンラインでの良さは結構ある

オンラインよりも、リアルの方がいいな
（３年生 2人、大学院生 2人）

（35人）

無記名アンケート



魅力的なオンライン授業づくりの 
工夫・コツを語るオンラインセミナー

今日お話しすること・体験が、 
みなさんの実践への刺激・ヒントとなれば幸いです。



今日学ぶこと ＆ 体験すること

1. オンライン授業のコツ・工夫

2. それらを実際に体験してみる



いまから、少人数のブレイクアウトルームに分かれます。 
今日のチームメンバーです。

日頃どんなことをしているのですか？  
＋最近の仕事・暮らし、今の気持ち

そして、 
ファースト・ネーム（姓名の名の方）の「あいうえお順」で、 
自己紹介をしていきます。

自己紹介・交流タイム

まず、自分のルーム番号を覚えて（メモして）ください。



Zoomミーティング Zoomウェビナー

• 参加者全員のコマが同じ扱い 
• みんなで参加している感が強い 
• ブレイクアウトして小グループに 

分かれて話し合いができる

• パネリストの映像だけが表示される 
• 視聴者の映像は無しで、チャット参加のみ 
• ブレイクアウトできない 
• 対談や大規模なトークイベント等 
• 不特定多数が参加するイベントでの 

映像アーカイブ・公開に適している 
（一般参加者の映像が記録・表示されない）
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授業では、特別な事情がない限り、 
インタラクティブな場づくりができる 
ミーティング設定がおすすめ



オンラインでも、リアルな教室と同様に

教師の語りや熱量によって、 
受講者のエクスペリエンスは大きく変わる。

まず最初に。



オンラインでも、リアルな教室と同様に

教師の語りや熱量によって、 
受講者のエクスペリエンスは大きく変わる。

（遠隔にいる）生徒・学生に 
しっかりと語りかけるように 

授業をする

▼



• 「かなり熱量のある良い先生の授業を選んで取ったつもりだったので、オフラインと変わら
ない、またはそれ以上のクオリティだったと感じる。」（2年生） 

• 「毎週楽しみな授業でした。丁寧に授業の構成を考えていただきありがとうございます。オ
ンラインでも質の高い授業を受ける事ができてとても楽しかったです。」（4年生） 

• 「この授業を履修できて心の底から良かったと思います。」（1年生） 

• 「とにかく面白かった。最初から最後まで面白くてワクワクした。」（2年生） 

• 「本当に大学での忘れられない授業になりました。」（2年生） 

• 「最後に拍手が起こる授業はそうそう無いと思います。とても良かったです。」（2年生） 

• 「人生の分岐点になるような授業でした。」（2年生） 

• 「最高！」（3年生）

無記名アンケート
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リアルな教室で行っていた授業を 
オンラインでやろう（再現しよう）とすると 

その違いばかり気になってしまう。



リアルな教室で行っていた授業を 
オンラインでやろう（再現しよう）とすると 

その違いばかり気になってしまう。

オンラインならではの授業を 
「再発明」するつもりで、 
オンライン授業をつくる

▼



リアルな教室と違って
受講者の反応が返ってこない！

オンライン授業をやってみて、 
講師がまず最初に焦るのは



リアルな教室と違って
受講者の反応が返ってこない！

最大49名まで（マシンスペックに 
よっては）表示できるが・・・

スライドを画面共有すると 
ほんの一部の人しか見えなくなる



「ラジオ・パーソナリティ」 
の気持ちで臨む

▼

@J-Waveスタジオ（2019）

ラジオ番組スタイル

リアルな教室と違って
受講者の反応が返ってこない！



この「ラジオ番組」（オンライン授業）は、みなさんの 
「お便り」（宿題とチャット書き込み、お便りメール） 
によって成り立ちます。みなさんのお便り、お待ちしています！

「ラジオ番組とお便り」スタイル

であることを宣言するラジオ番組スタイル



ラジオ番組スタイル

履修者にキーワードや反応、感想、質問を 
チャットに書き込んでもらうように呼びかけ、 
授業で（その回もしくは次回に）それを拾い、 

紹介したり、補足したりする。



履修者にキーワードや反応、感想、質問を 
チャットに書き込んでもらうように呼びかけ、 
授業で（その回もしくは次回に）それを拾い、 

紹介したり、補足したりする。

ラジオ番組スタイル



ラジオ番組スタイル
チャットへの書き込みを拾う

可能であれば、チャットで書かれたことのなかで、
答えるべき質問をピックアップして、教師に口頭で
伝える副担当・TA（Teaching Assistant）がい

ると、より確実に拾うことができる。

ラジオ番組のサブ・パーソナリティや 
スタッフのような存在

▼



ラジオ番組スタイル

履修者にキーワードや反応、感想、質問を 
チャットに書き込んでもらうように呼びかけ、 
授業で（その回もしくは次回に）それを拾い、 

紹介したり、補足したりする。

宿題などの提出物や、お便りメールも取り上げ、 
時間差インタラクティブを実現する。

＋



「お便り」を募る

お便りも、お待ちしています！



今週のお便りコーナー

今日の授業、とても面白かったです。

今まで私は小説家や詩人、音楽家などを「表現者」として捉えていたので、彼
らは自分が表現したいものが何かしらあって、それぞれの作品を通してそれを
表現しているものだと思っていました。無我の創造の話から、彼らは作品自体
が勝手に動いていく感覚が楽しくて、作者自身がその作品の結末を知りたくて
つくっている「創造者」であることを理解し、あ、なるほどと腑に落ちました。

そこで、無我の創造とは、私たち一般人が生活する中でも起こり得ることなの
か？という点が気になります。
それこそ他者の意見に触れて新たな発見があるということは生きていく中でた
くさんありますが、授業の本題としている「無我の創造」の実体験は思い浮か
びません…。
生活している中で創造するということはない、ということなのでしょうか。

ラジオネーム: はっぱ さん

「お便り」を募る



• 堅苦しくなかったので、親しみやすくとても楽しかったです。 

• ラジオ感覚で気軽に授業を聞けるスタイルによって内容もより楽しく耳に入ってきた。 

• 授業スタイルとしてこのようなものは初めて体験したので、新鮮で楽しかったです。オンライン
ならではの工夫があってよかったです。 

• リアルタイムでコメントや質問を拾ってくださるのがとてもよかったです。 

• 学生の質問も必ず全部拾ってくださったので、ライブ感がありました。 

• オンラインでの授業では「ラジオ番組とお便り」スタイルが適していると感じた。 

• すごく良かった。一方的ではなくインタラクティブで、その場その場でみんなで授業を作ってい
る感がわたしはすごく好きだった。オンラインというイレギュラーな状態でもそれをポジティブ
に捉えていて、楽しい実りある授業だった。 

• コメントするのが楽しかった。 

• よかったと思う。チャット機能が特に、履修者と先生方の距離を縮めていたと思う。 

• 自分たちのコメントを拾っていただけたりするところが、みんなで授業を作っている感じがあっ
てよかったと思う。 

• チャットを拾ってくださったり、先生と鎌田さんの二人の考えが聞けるのは面白かった。 

• 聞きやすかった。受講生の反応に合わせて授業が少しずつ変化しており、オンデマンドでなくラ
イブで行ってくださる意義を感じた。 

• 想像以上に自分たちが授業に関与している感覚があった。 

• そのメタファが可愛いと思いました。 無記名アンケート
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online!
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• 「ラジオ番組とお便り」スタイルにはなっていた気がします。ただ、結構先生方が早口でバーっ
と喋ってしまっていたので、聞くのは大変でした。 

• ラジオ感覚はあまり感じられませんでした。グループワークがあるし、お顔見えているし、わた
しの方もしっかり聞かなくては！という姿勢だったので、ゆったり感はあまりなかったです。
（悪い意味ではありません） 

• 良かった。しかし、だからこそカメラはオフでもいいのではないかとも思った。 

• 先生方の会話が少なめだったので、どちらかというと講義スタイルに寄っている気がしました。 

• 基本的に聞いているだけで面白い話が次々と流れるので退屈はしなかった。しかし、気を抜くと
置いていかれるので集中力は必要だった。 

• 大事な話が多く、ラジオ番組ほど気軽に聴くことはできなかった。いい意味でも悪い意味でも。 

• そこまでラジオぽっさは感じなかった。 

• 正直ラジオにはあまり思えなかったです。音楽をいれたり、コマーシャルをいれたり徹底的にこ
だわっても面白そうですね！

無記名アンケート

創造システム理論 2020
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ゆるい創造 / カオス / トリックスター

online!

若新 雄純井庭 崇

【いわゆるラジオ番組っぽくなかったかも!?】

授業履修者の声



• すごく素敵なスタイルなのですが、あまりお便りが来なかったイメージでした。何かインセン
ティブをつけるともっとお便りがくると思いました。 

• お便りが送りづらかった。盛り上がりを目指すなら、課題としてお便りの提出を求めてもいいと
思った。 

• お便りを送るのは多分勇気がいる行為だと思うけれど、全く否定せず乗り気な対応だったので、
送った人は嬉しかったと思います。 

• お便りのテーマをもっと限定した質問に変えれば、お便りの数は増えるのではないか？ 

• 「ラジオ番組とお便り」スタイルはすごくいいと思いましたが、正式な連絡でも利用するメール
で先生二人とTAさんの4人に送るのが少し躊躇してしまう感じがありました。 

• ラジオみたいに聴いていた。お便りはメールというのが敷居が高く感じて送れなかった。 

• お便りを送りたかったが、正直メール等でそれを送るのが億劫だった一面があった。もし今後こ
ういう機会があるならば、それ用のフォームみたいなのがあってもいいかもしれない 

• お便りがGoogleフォームで送れる形式だったら送りやすかったかなと思う。 

• このスタイル自体は好きでしたし、自分もお便りをお送りしたい気持ちはいっぱいだったのです
が、井庭先生が「テーマや内容は何でもいい」と言いつつも、他の履修者の方々が比較的真面目
なお便りを送っていたため、お送りするハードルが高くなってしまいました。サクラでもいいの
で、ラジオっぽいゆるめのお便りが聞きたかったです（ハードルが下がるから）。また、Twitter
と連動しても良さそうだと感じました。

無記名アンケート

創造システム理論 2020
慶應義塾大学 SFC 授業

ゆるい創造 / カオス / トリックスター

online!

若新 雄純井庭 崇【お便りが出しづらかった人も】

授業履修者の声



この「ラジオ番組」（オンライン授業）は、みなさんの 
「お便り」（宿題とチャット書き込み、お便りメール） 
によって成り立ちます。みなさんのお便り、お待ちしています！

「ラジオ番組とお便り」スタイル

であることを宣言するラジオ番組スタイル



「アクティブ・ラーニング支援パターン」



リアルな教室と違って

受講生同士の 
ちょっとしたおしゃべりや 

理解のための確認の質問ができない



リアルな教室と違って

受講生同士の 
ちょっとしたおしゃべりや 

理解のための確認の質問ができない

受講生同士で感想を言ったり質問したりできる 
時間・機会を設ける

▼



「アクティブ・ラーニング支援パターン」



感想おしゃべりタイム
少人数のブレイクアウトルームに分かれて、 
ここまでの話についての理解を確かめ合ったり、 
何となくの感想を話したりする 
履修者同士の「おしゃべり」の時間にします。

受講生同士で感想を言ったり質問したりできる 
時間・機会を設ける よくやるのは 7分間



あの時間があってよかった。今後もあったほうがいいと思う 

あの時間は、他の履修者と話せて楽しかった 

あの時間があることで、理解できたり、学びが深まった 

今年は、あの時間くらいしか他の学生に出会う機会がないので、よい時間だった 

あの時間は苦痛で嫌だった。やめてほしい 

あの時間に、実際、授業の内容や感想についてよく話した 

話し合いの方向性を決めてブレイクアウトするよりも、自由度があって好きだ 

話し合いの目標を定めた方が話しやすいので、定めてほしかった 

あの時間は、結構関係ない話をしていた 

あの時間に、関係ない話をする人がいて困ったことがある 

あの時間中に話さない人たちがいて、気まずかったことがある 

正直、あの時間はただの休み時間だと捉えていたので、自分はほとんど話さなかった 

学年を超えて話せるのがいい 

普段話さないような人とも話せてよかった 

あの時間に、仲良くなって友達になった（つながった）人がいる 

他の授業の先生にも、導入してほしいと思う

授業の途中の「感想おしゃべりタイム」のことについて、以下のなかで、
自分の気持ちに当てはまるものをすべて選択してください。

無記名アンケート

授業履修者の声



• 疲れたねーとか今の面白かったねーという話ができない環境で 
ずっと授業を受けるのは辛いのですごく良かった。 

• ここ面白かったですよねーという話から、他愛もない話までできて良かった。 
• 感想の共有ができてよかった。 
• 意見交換の場として、また自分の考えを整理することもできて良かったです。 
• 捉え方が異なっている部分を修正できたり、確認し合えたりできたので有意義な時間だった。 
• 感想だけでなくわからなかったところを解消できる機会としても使わせていただきました。 
• 自分があまり理解しきれなかったこともこの交流タイムのおかげで分かったりしたのでありがた

かったです。 
• 感想雑談タイムがあることで、違った視点で講義を捉えることができ、参考になった。 
• 本当におしゃべりタイム楽しいです！やっぱり自分からアウトプットしていろんな人の経験をこ

れ当てはまる！とかいうの楽しいです！ 
• 授業の内容を話すこともあれば、全く違う話で盛り上がることもあった。でもその自由さがよ

かったと思う。 
• 話が脱線しても良いというゆるさが楽しくて好きだった。 
• ちょっとした息抜きになりました。 
• よかった。リフレッシュの時間になっていた。 
• やっぱり在宅授業だと疲れている時とか、ストレスと感じている時は孤独を感じやすいのです

が、みんな大変やなとか話しているとなんかみんなもそうだなと思えるので少し気持ちも楽にな
りました！ 無記名アンケート

創造システム理論 2020
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授業履修者の声



• 感想おしゃべりタイムをする際はやっぱりビデオを出来る限りオンにしないと話すのが難しいと
いうことがわかった。全体的に非常に有意義な時間であった。 

• やはり人と話すときは顔を見ながら話したいので、全員基本的にビデオオンをルールにして欲し
いなと思いました。 

• 本当に人によりけりです、しっかりと授業に取り組んでいて学びを持っている人との話の時間は
有意義でしたがそうでない人と話しても正直学びは感じられませんでした 

• メンバーによってはシラけた。 
• 感想雑談タイムは、ブレイクアウトのメンバーによって全然雰囲気が違ったように思います。全

体的には良かったのですが、履修者の母数が多い分、どんな人と当たるかが少し不安でもありま
した。 

• 授業を全く聞いていない人とグループになると、あまり話は弾みませんでした（笑） 
• よく話す人、真面目な人がいるときは話の方向性を決めなくても話がその場に合わせて進むので

楽しかった。そうではないときは、沈黙が定期的に来るので、話すテーマが欲しいと思った。 

• 即興で三味線を弾いてくれた人がいました。ステイホームを感じました。

無記名アンケート

創造システム理論 2020
慶應義塾大学 SFC 授業

ゆるい創造 / カオス / トリックスター

online!

若新 雄純井庭 崇

【そのときのメンバーによる】

授業履修者の声



• 全ての授業で先生が入ってくることがなくて残念だった。 
• 先生とも話せたほうがよかったです。自分はいば先生と一瞬一回しか話せなかったのでもっと

話したかったです。

無記名アンケート

創造システム理論 2020
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online!

若新 雄純井庭 崇

• 「何について話そうか？」みたいに盛り上がりに欠けている時もあったので、お題を決めたら
いいなあと思いました 

• 「感想ってなに話せばいいんでしょうね」という話をしたことがある。笑 
• 必要であったが、初めから感想雑談タイムで議論することを指定してもよかったかも。ラジオ

聞いた後で感想言うような感じでグダることが多かった。

【お題を決めてほしいという声】

※「感想おしゃべりタイム」は、ちょっとした感想を言い合う時間で、 
議論や建設的な話し合いをする時間とは別のものとして設けているつもり。

【先生が入ってこなくて残念 !?】

授業履修者の声

先生が入ってきたことがあって、ラッキーだと思った 
先生が入ってきたことがあって、話せてうれしかった 

先生が入ってきたことがあったが、話にくいので、できれば来てほしくない



感想おしゃべりタイム
少人数のブレイクアウトルームに分かれて、 
ここまでの話についての理解を確かめ合ったり、 
何となくの感想を話したりする 
履修者同士の「おしゃべり」の時間にします。

受講生同士で感想を言ったり質問したりできる 
時間・機会を設ける



リアルな教室と違って、オンラインでは

「周囲の人」という概念がない 
（履修者は空間的な位置を持たない）



リアルな教室と違って、オンラインでは

「周囲の人」という概念がない 
（履修者は空間的な位置を持たない）

ブレイクアウトルームの割り当てで 
ヴァーチャルに「周囲の人」をつくり、 

その日は毎回その人たちと話すということにする

▼



「アクティブ・ラーニング支援パターン」



何度か行う「感想おしゃべりタイム」の割り当てを 
「自己紹介・交流タイム」のメンバーで行うようにする

自己紹介・交流タイム

＋最近どう？

そして、 
ファースト・ネーム（姓名の名の方）の「あいうえお順」で、 
自己紹介をしていきます。

まず、自分のルーム番号を覚えて（メモして）ください。

毎回自己紹介が発生するのを避け、同じメンバーで話す機会をつくり、
心理的安全性も担保する

いまから、少人数のブレイクアウトルームに分かれます。 
今日のチームメンバーです。



• 同じメンバーでやることで、話が盛り上がった。 

• 対面授業がなくなり人と顔を合わせて喋ることが極端に減っているので、とても楽しかった。 

• オンラインで人との関わりがあまりない中、たくさんの人と知り合いになることができて面白
かった。 

• 自分が授業に参加している意識が芽生えました 

• はじめは、少し面倒な感じもしたけれど、何度かの交流タイムで感想をシェアすることで、一
緒に授業を受けている感じがでてきてモチベーションにつながりました。 

• 毎回知らない人と話すことができるのって、オンラインならではかなと思ったので、すごく良
かった。オフラインだと結局は自分の友達としか交流タイムのような会話はしない。 

• 冒頭に話すのがすごく大事だと思いました。最初に話すことで授業内容を話すときは2回目なの
で話しやすかったです！ 

• いろんな人と交流できてよかったです！その日はずっと同じメンバーなのもよかったと思いま
す。 

• 最初に自己紹介をした人と同じ人でないと、なかなか話しづらいところはありました。

創造システム理論 2020
慶應義塾大学 SFC 授業

ゆるい創造 / カオス / トリックスター
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若新 雄純井庭 崇

授業履修者の声

無記名アンケート



リアルな教室と違って

ブレイクアウトルームで誰から話すかを 
無言の牽制し合って 

最初が気まずくなりがち

話す順番の「ゆるいルール」を設けることで、 
順番を決める心理的コストを下げるとともに、 

順番がわかるまでに会話が生まれ、 
スムースに話がスタートできる

▼

オンラインだと空気感がつかみづらく



いまから、少人数のブレイクアウトルームに分かれます。 
今日のチームメンバーです。

日頃どんなことをしているのですか？  
＋最近の仕事・暮らし、今の気持ち

そして、 
ファースト・ネーム（姓名の名の方）の「あいうえお順」で、 
自己紹介をしていきます。

自己紹介・交流タイム

まず、自分のルーム番号を覚えて（メモして）ください。

話す順番の「ゆるいルール」を設ける

誕生日の月日の順、出身地の地名のあいえお順、好きな食べ物のあいうえお順・・・



• 圧倒的にしやすくなりました。 

• 順番を先に決めてくださることでスタートはしやすくなったかと思いました 

• 誰から話そうか？という時間がなくなったので、とてもスムーズでした。 

• やはり初対面だとオンラインでも緊張したりしてしまう人もいると思うので、ある程度スタートを
切る人が決められていると黙り込んだりする時間がなくていいなと思いました。 

• 話しやすくなった。今まで、誰が先頭を切って話すのか、譲り合うかで時間がロスしてる部分も
あったので良かった。また、パソコン上で、微妙に会話が遅れてたりして、スムーズに自己紹介の
順番を決めるのが難しい部分もあるので、設けた方が円滑に進んだような気がする。 

• とても話しやすかった。何月生まれですか～、とスムーズに会話が始まり自己紹介の雰囲気も良く
なっていったと思う。 

• スタートがしやすくなったのと同時に、他の人の誕生日やどこに住んでるかなども聞けて面白かっ
たです！ 

• 実は同じ誕生日の人と一緒になってそこから仲良くなれたりしたのでとても話題が作りやすかった
なという感想です。ありがとうございました。 

• ブレイクアウトルームのスタートがしやすくなったのもありましたが、自分がどこからきたかなど
それ自体が共通の話題にもなって会話が弾んで良かったと思いました。

創造システム理論 2020
慶應義塾大学 SFC 授業

ゆるい創造 / カオス / トリックスター
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若新 雄純井庭 崇

授業履修者の声

無記名アンケート



感想おしゃべりタイム
少人数のブレイクアウトルームに分かれて、 
ここまでの話についての理解を確かめ合ったり、 
何となくの感想を話したりする 
参加者同士の「おしゃべり」の時間にします。

実際にやってみましょう！

7分間



ブレイクアウトルームの行き来のときの声かけ 
「いってらっしゃい」「おかえりなさい」は、 

結構うれしいらしい。



Zoomでは
一度落ちて抜けてしまうと、 

その人のブレイクアウトルームの割り当てが 
リセットされてしまう

ブレイクアウトルームの番号を 
覚えておいてもらえば、同じ部屋に再割り当てできる 

（忘れた場合は、同じ部屋の人の名前がわかれば対応は可能）

▼



ルーム名を楽しく変えると、 
チームに一体感や愛着を感じる 

ことができるようになる。

ルーム数的に対応できるときは



ルーム数的に対応できるときは、ルーム名を変えると楽しくなる

ランダムに組まれたチームでも 
一体感や愛着を感じることができるようになる。



属性に応じてブレイクアウトルームに 
割り当てるのは、なかなか難しい

Zoomの表示名に属性の情報を加えてもらうことで、 
属性による識別が可能になる

▼



12分休憩～
Zoomはつないだまま 

マイクはミュート 
ビデオもオフ

14:25から再開



慣れないやり方でやっていると

想定したとおり・思ったとおりに 
いかないこともある。



これまで15年間、場所と時間をたっぷりと共有する理想の教育・学びの環境づくり

Workshop Design Class at Keio SFC (2019 Fall)

創造社会論

新入生向けの対話ワークショップ 授業履修者とのCoCooking懇親会



慣れないやり方でやっていると

想定したとおり・思ったとおりに 
いかないこともある。

履修者に、想定していなかった状況に 
なったことを正直に伝え、 

どうしたらよいかを一緒に考え、 
改善していく。

▼



履修者 120人 
学部生 1～4年

今年の授業では、クラス全員でアイデアを出しながら、ひと
つの作品をつくっていく、という例年（少人数のグループ
ワーク）とは異なる進め方をしようとしていた。

しかし、授業第２週目のときに、履修者が予想以上にかなり
活発にチャットでアイデアを出してくれて、収集がつかなく
なってしまい（出してくれたアイデアを無碍にできないの
で、前に進むためにコメントをしたりしなくてはならなく
なった）、当初の計画が破綻してしまった。



「アクティブ・ラーニング支援パターン」

そのとき、僕の頭をよぎったのは、



履修者 120人 
学部生 1～4年

今年の授業では、クラス全員でアイデアを出しながら、ひと
つの作品をつくっていく、という例年（少人数のグループ
ワーク）とは異なる進め方をしようとしていた。

しかし、授業第２週目のときに、履修者が予想以上にかなり
活発にチャットでアイデアを出してくれて、収集がつかなく
なってしまい（出してくれたアイデアを無碍にできないの
で、前に進むためにコメントをしたりしなくてはならなく
なった）、当初の計画が破綻してしまった。

その日の授業で、履修者に、想定していなかった状況に
なったことを正直に伝え、どうしたらよいかを一緒に考
えるために、チャットに書き込んでもらったり、投票
（poll）をしたりして、再設計・改善し、立て直した。

“学期前半しかない、という焦りが自分の中
にあったので、正直に言うと、「前もって
ちゃんと決めておいてくれよ」と感じた”
（無記名アンケート）

本当に、その通り……



• はじめは自分だけ理解できなくておいていかれていると思っていたが、 
意見を共有する中でより良く改善されたのはよかった。 

• 2回目の授業の時は正直、この先何をするんだろうと思ってしまいましたが、それがあったからこそ、「みんなで
いい授業を作っていこう」ということが再認識できたような気がします。井庭先生の授業に対する強い思いも伝わ
り、第三回いこうはより一層私自身のモチベーションも向上しました。 

• この立て直しをする前はどちらかというと一方的で受動的な授業だったが、授業形態の変更をすることによってこ
の授業を作っていく一員であるという自覚が増したように思う。 

• その時々で集まる学生や状況は異なるので、それに合わせて臨機応変に変えていく姿勢が、良いなと思いました。 

• 改善する時間も楽しかった。 

• 立て直し方がとても早くて、全く滞りを感じませんでした。自分たち（講義を受けている側）をとても尊重してく
ださって、講義のインタラクティブさを感じました。 

• みんなが手探りの中、フレキシブルに変えられるスタイルはすごくよかったし、一方通行じゃないところがすごく
安心できた。 

• 差し出がましいですが、一緒に授業をつくっている新感覚でした。 

• まさにラジオの「お便り」のようで独創的だと思った。 

• 貴重な体験であったと感じています。予定通りに進まないと判断したときに先生方だけでその後のことを考えるの
ではなく、履修者にも意見を聞き、それを取り入れてくださった時には感動しました。 

• 学生も含めてみんなで授業を作っているような感覚で、とても有意義だったと思います。 

• 履修者の意見がすぐに反映されるので、自分の意見・アイデアには価値があるのだと感じることができた。 

• みんなで授業を作っていく感覚がオンラインなのにこんなに伝わってくるのは素晴らしいことだと思う。授業に本
当の意味で「参加」することを初めて体験したような感覚だ。とても良かった。

授業履修者の声

無記名アンケート



• 傾聴する姿勢に感動しました。 

• 予定が変更になった時は、びっくりすると同時にワクワクして、 
私もこの授業の一員として授業を作り上げていこうという思いが高まりました！！ 

• 我々学生も主体的に行動して、授業そのものを組み立てるという他の授業では体験できないようなことができたの
で、結果的にプラスになったと考えています。 

• 履修者が学びたいことややってみたいことが実際に授業に反映されて、学びの追求ができるようになって良かった
と思う。 

• まさに「つくりかたをつくる」の実践であったと感じているので、マイナスな印象などは全く持ちませんでした。 

• 実際に学生の声を反映させてくれることでさらに学生も主体的に参加するきっかけになったと思います。 

• インタラクティブに授業の進め方を変えていくのはとても受講者として心地の良い授業を受講できたと思います。
ありがとうございました。 

• 授業を作りながら進めて行くことで、より良い授業体制に近づいたと感じる。私が履修している授業の中で、一
番楽しく理解が深まった。 

• 結構違和感を抱いていたので、先生が立て直してくださるという献身さに感激しました。 

• 履修者の意見を聞いて授業を進めるのはとても助かります。他の授業では、学生の多数の意見を全く無視してやり
にくい授業スタイルのまま進めてしまう授業などもあるので。。。 

• 井庭先生が「みんなで作る」ということに重きを置いていることに、感謝しました。 

• 臨機応変に履修者からの意見も聞きながらその場で授業を作っていく感じがすごい！と思った。授業に参加してい
るというよりは、一員だ！感がとても強かった。 

• みんなのフィードバックをききながら柔軟に対応してくださり、後の方の授業になるに連れて、どんどん改善され
ていっていたので良かったです。 

• 授業スタイルを作りながら進めていくというのはとても興味深かったです。

授業履修者の声

無記名アンケート



この件で痛感したのは、

いくらインタラクティブな授業をしていても、

授業そのものは、僕がつくり「提供」していた 
に過ぎなかったんだな。 

「授業を一緒につくる」という可能性はまだまだあるな。

（もちろん、教員としてベストを尽くして計画・準備する 
ということはしっかりやるとして）
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履修者 80人 
学部生 1～4年

その後行った授業では、授業中に、履修者がチャットに書い
た意見・感想をどんどん取り入れて、授業資料や授業そのも
のをどんどん進化させていくことにした。

いまいちな部分はよりよく直し、よいアイデアは取り入れ、 
その場のやりとりで気づいたことも、書き込んだりした。



• 「あ、その場で変えるんだ 笑」と思った。毎回、その場にいる人との対話の中で、 
先生の考えが変わっていく様子が見られて好印象だった。 

• 授業のなかでスライドを修正していくことで、先生と学生が一緒に授業を作り上げて 
いるようなポジティブな印象を受けました。 

• 授業とは既に決まった事柄を教えるのではなく一緒に作っていくものだという非常に最先端な学び方であると感じた。 

• 授業の途中で創造が行われているまさにその現場にいることがとても面白かった。 

• リアルタイム講義であることのメリットを感じた。 

• よりいいものに仕上げているので素晴らしいと思います！他の授業でもやってる先生が意外と多いと思います。 
編集・修正している箇所が印象に残りました。（プラスの印象） 

• 授業が常にアップデートしている感じがあり、とても良かった。 

• とても斬新で、面白い。 

• フレキシブルに内容を変えていただいて、より理解が深まった時がかなりあった。 

• 先生が教える側、というのではなく同時に学んでいるというのを実際に目の当たりにしてとても学びになった。 

• 井庭さんも学びながら授業をしていることが感じ取れた。教授ほどになっても学び続けていて、自分もそんな大人にな
りたいなと思った。 

• 最新のものが観れたようなきがして良かった。まだ進化の途中なんだなと思った。 

• 場をつくる、環境をつくる、やりながらつくるということを実際に目の前で感じることができて良かった。 

• これが「リーダーの柔軟性か」と思った。 

• 「授業をつくる」がみれて面白かったです。 

• 今このときも新しい発見が生まれているんだ！と感じました。 

• この授業は、先生も学ぶ立場なのだなぁととても良いイメージを持ちました。
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online!
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授業履修者の声

無記名アンケート

こう思ってもらうためにやったわけではないが、 
いろいろ感じてもらえたようで、よかった。



「アクティブ・ラーニング支援パターン」

これを読んで、僕の頭をよぎったのは、



いろいろなオンライン・ 
コミュニケーション・ツールの使い分け



Remo



SpatialChat



焚き火Zoom



その他のコツいろいろ



オンラインならではの授業

単に教室でやっていることをオンライン化するという消極的な移行ではなく、
オンラインだからこそできる授業を考える。

オフラインとのミックス
授業設計の際には、すべてをオンライン・画面上で行う必要はないので、オフライ
ンにして作業をするなどの時間・工夫も効果的に入れるようにうする。

その場でのライブ感
準備しすぎるとライブ感がなくなり面白くなくなるので、授業内容は事前にガチガ
チにはつくり込まずに、そのときの状況を見ながら、臨機応変にアレンジする。



書いて飲み込む時間
余裕をもって始めるために、少し早めにアイドリング時間をもつ。（そのときはカ
メラをオフにし、音声をミュートにしておいてもよい）

こまめなブレイク
長くならないように、こまめに休憩時間を入れ、メリハリをつける。

遅れずに戻る
休憩時間が予定よりも長くなってしまいがちなので、きちんと時間通りに再開す
る。休憩時間のあとの開始時間にはぴったりみんな集まるように促し、遅れる人を
待たない。

今日の見通し
毎回の授業の最初に、授業の目的、学んでほしいこと、進行の見通しを示す。



長時間でも疲れないイヤホンの工夫

オープンイヤーステレオヘッドセット 
STH40D



共同担当者同士の連絡手段
LINE（やSlackやMessenger）など、授業の共同担当者同士の連絡手段を
別に持つ。

授業運営チーム
全体プログラム統括役のメイン講師（自分）のほかに、受講者の反応など
をメイン講師に伝えたり、プログラムの進行をサポートする問いかけを
チャットで行なう「講師サポート役」と、ブレイクアウトルームやミュート
などのオペレーションを行う「オペレーション役」の2、３人以上のチーム
を組んで授業を実施する（チャット対応やオペレーションに徹するメンバー
がいないと、そこに想定以上に時間をとられてしまい、進行が滞る）。



一斉連絡の手段
オンラインツールのサーバーの不調や、教師側のネットトラブルなど
で、授業ができない場合や、急なアドレス変更などに備、履修者に一
斉に連絡できる手段を別途持っておく。

受講トラブル時の連絡先
学生が接続トラブル等の際に、連絡できる・すべき連絡先を明示しておく。 
学生：接続トラブル等のときに、連絡する連絡先を把握しておく。

少し早めのスタンバイ
余裕をもって始めるために、少し早めにアイドリング時間をもつ。（そのと
きはカメラをオフにし、音声をミュートにしておいてもよい）



小・中・大のグループ展開
読んできた文献について話し合うようなときに、ブレイクアウトルームで３、４
人くらいに分け、まずは少人数で話したあとに、ブレイクアウトルームを７人く
らいの中規模の人数に振り分け直し、その人数で話し、最後は全体（数十人な
ど）で話すという段階を追うと、徐々に、話の内容を深化・発展させるのを促す
ことができる。

共感から発見へのレベルミックス
「小・中・大のグループ展開」をするときには、最初の小規模のグループのときに
は、経験・知識の度合いが同じレベルの人にする。そうすると、「ここが、わから
ないよね」、「難しかったね」ということを共感できたり、いきなり高度な話し合
いもできる。そして、中規模に拡大したときには、いろいろなレベルの人が混じる
ようにする。そうすると、そのレベル差のなかでの学びや発見がある。その後、最
後に、全体で話すときに、その学びや発見を共有するようにする。



My
Discove

ry!

Expandi
ng

Your

Discove
ry!

Our
Discove

ry!

My Discovery → Your Discovery → Our Discovery

Takashi Iba, Chikara Ichikawa, Mami Sakamoto, and Tomohito Yamazaki, “Pedagogical Patterns for Creative Learning,” 
PLoP’11 Proceedings of the 18th Conference on Pattern Languages of Programs, 2011

発見の拡がり（Discovery-Driven Expanding）



おしゃべり解散
リアル教室でそのままおしゃべりして部屋を出る、というように、最後の時間に
感想おしゃべりタイムをもつ。ブレイクアウトルームから流れ解散でZoomを退
出するようにする。残っていて、まだ話したい人は、メインルームに戻ってきて
もらう。

出席確認提出物
出席の確認を、授業内容を踏まえたふりかえりをまとめたものを、授業終了時
やその１時間後までなどに、提出してもらい、出席とする。

アナウンスしてからの記念撮影
オンライン授業の様子を撮影したいが、個人情報の問題に注意する必要がある。
そこで、「公開用の集合写真を撮るので、写ってよい人はビデオをオンに、写り
たくない人（カメラがない人を含む）はビデオをオフに」と言っておいてから、
「はいチーズ！」でスクリーンショットで記念撮影をする。名前は後で
Photoshop等でぼかす。これで、個人情報を考慮した、本人の同意の上での活動
記録写真を撮ることができる。



「集合写真」タイム！

この公開する写真に写りたくない人・NGの人は、いまからの時間 
ビデオをオフにしてください。

全体集合写真を撮りましょう！

ネット環境の都合などで、カメラオフにしている人も、集合写真のと
きは、カメラをオンにしましょう。

今日の記録として公開します 
ので、了承の上、カメラ・オン 
にしてください。



無記名アンケートの完了キーワード
無記名のアンケートの場合、答えてくれるのが一部の人になってしまうことがあ
る。全員に答えてほしい場合には、無記名のアンケートに答えると（全員共通
の）キーワードが表示されるようにして、そのキーワードを提出してもらうこと
にする。そうすることで、回答したことは把握できるが、誰がどの回答を書い
たのかは把握できないようにできる。

完了キーワード“面白い人生を！”

授業「創造システム理論」

授業「パターンランゲージ」

完了キーワード“quality without a name”

入力・協力ありがとうございました。今後の授業の参考にさせても
らいます。アンケートの回答を完了した証明のキーワードは、
「quality without a name」です。このキーワードを、SFSのアンケー
ト完了提出欄に入力してください（このキーワードは他の人には教
えないでくださいね）。



ふりかえりの新しい方法



今日の授業で学んだことで、 
自分にとって「面白かった」ことや 
「発見的だった」ことを 
「ふりかえりのたまご」を描いて、 
提出してください。

「部分の組み合わせ思考」ではなく

「全体からの本質思考」

【出席確認】

授業終了後1時間後（19:00）〆切

ふりかえりのたまご



ふりかえりのたまご
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今日の授業で学んだことで、 
自分にとって「面白かった」ことや 
「発見的だった」ことを 
「ふりかえりのたまご」を描いて、 
提出してください。

「部分の組み合わせ思考」ではなく

「全体からの本質思考」

【出席確認】

授業終了後1時間後（19:00）〆切

ふりかえりのたまご



感想おしゃべりタイム
少人数のブレイクアウトルームに分かれて、 
ここまでの話についての理解を確かめ合ったり、 
何となくの感想を話したりする 
受講者同士の「おしゃべり」の時間にします。



第1週の授業の「ふりかえりのたまご」

たくさんおしゃべ
りをすることに
よって創造の連鎖
を作る！

日本は生産性を求めすぎ
て創造性が欠ける。どっ
ちも同時に得られるよう
な簡単なものじゃない

アイディアは植物のよう
に実を自分で作るんじゃ
なくて苗をちょっとずつ

育てる

正解を求めない！求める
と止まる！

新しくて正しいものを求
めるより新しいものをま
ず作ってみる！そうする
とプレッシャーが減る。
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『クリエイティブ・ラーニング：創造社会の学
びと教育』（井庭崇 編著, 鈴木 寛, 岩瀬 直樹, 
今井 むつみ, 市川 力, 慶應義塾大学出版会, 2019
年）の以下の部分を読み、「発見的だったとこ
ろ」「面白い！」と思ったところを、「たまご」
図法で「ふりかえりのたまご」を書いて、それ
を提出してください。 

◆第1章 これからの時代に求められる教育(鈴
木 寛 × 井庭 崇) 

形式：PDF、もしくは、png、jpg 
（手書きでもいいので、必ず内容上部に 
名前・学籍番号） 
提出：SFC-SFSシステム上で提出  
〆切：2020年7月16日（木）23:59
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https://note.com/shiawasenotamago





感想おしゃべりタイム
少人数のブレイクアウトルームに分かれて、 
ここまでの話についての理解を確かめ合ったり、 
何となくの感想を話したりする 
参加者同士の「おしゃべり」の時間にします。

ふたたび

7分間



すべてに答える必要はありません。 
https://bit.ly/3h2HSkw

みなさんの経験、コツ、アイデア、 
質問を入力してください



自分の活動・成長をふりかえり 
自分で自分の評価をする①



【自己評価】この授業での自分の成績を考える 

この授業では、自分の、出席、授業での発言・貢献、文献宿題、最終課題、自分の
学び・成長等を多面的にふりかえってもらい、自分で自分の成績を考えてもらいま
す。 

この授業の成績として、自分は S、A、B、C、D のどれに該当するかを、その理由
（それを裏づけるファクト、評価されてしかるべき項目、学びと成長・変化等）と
ともに述べてください。 「AもしくはB」や「A寄りのB」というような書き方をし
ても構いません。 

この自己評価が、必ずしもそのままこの授業の最終的な成績評価となるわけではあ
りませんが、成績づけの参考にします。  

分量・形式：1ページのPDFファイル （上部に名前を明記してください） 

[参考] 絶対評価で、S = 秀（特優）、A = 優、B ＝ 良、C = 可、D = 不可



• 自分で振り返ることで、自分の授業の受け方を反省できると共に、 
自分の言葉で先生に自分の頑張った点を伝えられるので、とても良い方式だと思う。 

• 自己評価の仕組みは斬新でとても驚きました。自己評価をすることで、自分のエフォートを見つめ直すきっかけ
になりますし、次への反省点・モチベーションにつながると感じました。 

• この授業を通して自分がどの程度成長したかを自分で判断するこの課題はとても良い仕組みだと思いました。 
• 自分がどれだけ頑張ったかを可視化できるので、いい制度だと思います。 
• 自分自身を客観的に振り返ることができました。これは誰かと比べた評価というわけでなく、あくまで自分の中

で「学び」を深める機会という点がとても良いと思います。 
• あまりこういった経験は今までなかったので不思議な感じでした。授業全体の思い返しや自分自身が改めて思っ

たことを振り返る事ができる良い機会だと思いました。 
• あまり自分を肯定的に評価できる人間ではないので、結構低めにしてしまった気がしています。（これがそのま

ま繋がってしまったらいやだなとか思ってしまったり・・・） 
• 最後に総合的に授業を振り返ることができたので良かったです。一つ一つのアクティビティはどうであったか、

考える機会になりました。 
• 難しいですね。正直いい成績は欲しいですけど、自己評価となると正直にいなければいけないと思う謎の呪縛が

あります。 
• 頑張れたところ、もうちょっとできたかなと思うところなど、自分で振り返るだけでも、思い返すことがあっ

て、自分なりに自分の成績を考えてみるのは面白いなと思った。 
• 成績の自己評価はしたことがないので難しかった。 
• 成績評価をする際に項目を作り、それごとの評価をしたあと総合してどう思うかみたいな感じの方がいいのかな

と思いました。 
• 高校から授業の「自己評価」で自分の成績について考えることが多かったので、特に何も思いませんでした。 
• 成績をつける大変さがわかった。 無記名アンケート
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慶應義塾大学 SFC 授業

ゆるい創造 / カオス / トリックスター

online!

若新 雄純井庭 崇

授業履修者の声



がっつりプロジェクト活動 
井庭研（研究室・ゼミ）の例



慶應義塾大学SFC（湘南藤沢キャンパス） 
総合政策学部・環境情報学部 

井庭研究室
全員での 
文献読解 

チャレンジ

研究プロジェクト

（３時間／週）

（５時間～／週）



大学院生ミーティングや研究相談などが、キャンパスに来る
曜日に依存せず、ミーティングが可能で、充実

＋Slack



研究会（井庭研）がオンラインになったことの良さはどこにあったでしょうか？

わざわざキャンパスに行かなくてよいので、時間や労力の節約になる 

キャンパスに行かないので、交通費などがかからない 

いつもなら通えなくて住めない実家など、遠い場所から遠隔参加できる 

自分の家から参加できるので、リラックスできる 

曜日や時間帯にかかわらず、いつでもすぐにみんなで集まれる 

研究上のインタビューの日程調整や実施がしやすかった 

プロジェクトがやりやすい 

オンラインでもきちんとプロジェクトの成果を出すことができた 

オンラインの方が私はしゃべりやすい 

オンラインだと映像が撮影・共有がしやすいので、あとで見直すことができる 

参加できなかったミーティングの映像も見ることができるのでよかった 

他のプロジェクトの面白そうな活動映像で見ることができてよかった 

ブレイクアウトルームで、すぐに集まることができた 

先生や他のメンバーを近くに感じることができた 

集中することができた 

ご飯を食べながらでも参加しやすかった 

研究会が終わった後、すぐに家でご飯を食べることができた 

オンラインでの新しいやり方を開拓するのも面白い 

リアルでできるのは自明として、オンラインだからこそチャレンジングでよい 

オンラインの可能性を追求することで、未来をかたちづくっていると思う

研究室メンバーの声

無記名アンケート



• 多人数でも一度に集まれる。 

• あれだけの大人数(60人とか)で一つの話題を話せる、深められるのってオンラインな
らではだなとおもいました。オフラインだと60人で集まったらいくつもグループがで
きると思います。細かい表情も意外と伝わってくるし、雑談も意外とできるな～とい
う印象です。 

• 先生の話を集中して聴くことができた。 

• 遠くからでもゲストの人に参加してもらえる。 

• 画面共有で自分の成果物を簡単に全員に共有できるのが便利でした。

• 自分が必要な本がすぐに本棚からとれる。 

• 父や母が授業を横でチラ見して「こんなことやっとんやな～」と実際に感じてくれ
たのはすごく良かったです！

【オンラインだからこそ】

【家から参加するからこそ】

研究室メンバーの声

無記名アンケート



• ランダムのブレイクアウトでは、井庭研の中でもいろんな人と関わりやすい。 

• ブレイクアウトルームでは研究室では話が出来なかったであろう新規生とも話すこと
ができた。

• 休憩中にちゃんとリラックスできる。雑談大事だが、リアルだと、結局休んでない。 

• 少ない時間でも質の良い休憩をとることができた。

【休憩】

• チャットを利用することで、対話を遮らずに思ったことを言える。 

• チャットを活用することによりタイムリーな質問、発言がやりやすかった。 ギャグも含
め打ち解けるコメントができた。  

• 他の人の発言に入るタイミングを失ってしまっても、チャット機能で自由なタイミング
で自分の考えを述べられるのは良かったです。

【チャットでの発言】

【ブレイクアウト】

研究室メンバーの声

無記名アンケート



• 研究会外での活動との両立が容易になった。 

• サークルの活動が大幅に減った分、研究会にコミットできる量が当初の予定より
明らかに増えました。睡眠時間も増えたので、集中できる時間も増えました。 

• 社会人学生なのでオンラインにより仕事との無理のない両立が可能となった。

【コロナの状況下で他の活動に制限があったので・・・】

【みんなでつくっている感覚】

• 色々なお試しをみんなで楽しみながらでき、みんなで創っている感じを体感でき
ました。 

• つくりかたをつくっている感覚がもてたこと。

研究室メンバーの声

無記名アンケート



研究会がオンラインになったことの悪い点はどこにあったでしょうか？自分の気持ちに
近いものをすべて選んでください。

画面や音声の限られた情報の影響で、コミュニケーションが取りづらかった 

相手がどう感じているのかの微妙な表情や雰囲気が、つかめなくて困った 

画面越しなので、疎遠な関係に感じた 

画面越しなので、メンバーとあんまり仲良くなれなかった 

活動でできることに制限があり、面倒だった 

研究室での何気ない会話ができなくなった 

研究会やプロジェクトのあとのご飯の時間がなく、メンバーと打ち解けられない 

活動後にご飯に行けないので、終わった後の気持ちの発散の機会がない 

研究室にある本の閲覧や、本の貸し借りができなかった 

画面の見過ぎで、目が痛い 

パソコンに向かいすぎて、肩首がつらい 

イヤホン、ヘッドホンをずっとつけているからか、耳の病気になった 

どうもオンラインだと、疲れがより大きいと感じる 

お菓子をあげたりもらったりといいような小さな交流・楽しみがなくなった 

カメラをオンにしてくれない人がいて、本当に参加しているのかわからない 

家のネットの問題か、音声や画像が止まったり途切れたりするのでストレスフル 

ネット環境の問題で、何度も落ちてしまうメンバーがいて困った 

他のプロジェクトの雰囲気を伺い知ることができない 

素敵な活動写真が撮れない・残らない 

研究会の全体感・一体感が感じられない

研究室メンバーの声

無記名アンケート



• 発言するときに、声が被ってしまわないか気を使うことがストレスでした。 

• リアルだと二人が同時に話してても両方わかるが、オンラインだと声が被ると物理的
に聞き取れなくなるので盛り上がりに欠ける。また、ターン制になって時間がかかっ
ているのかもしれない（発話者が明確になってもしかすると早くなっているかもしれ
ないが...）。 隣の人が何をやっているのか見たり、持ってきている本をみたり、急に
ホワイトボードに何か書きながら話が始まるようなコミュニケーションなど、偶然起
きる会話がない。だからといって恣意的にオンラインで偶然を作って会話したいとは
思わない、なぜだろう…。

【発言・盛り上がり】

研究室メンバーの声

無記名アンケート



• やはり一番の違いは大声で笑ったり、お菓子を食べたり（用意したり）できないこと。 

• 純粋にみんなでお菓子を買いに行く時間やピザを食べる時間で仲良くなったのでその時
間がないのは悲しいです。 

• 活動した後の余韻的なものがなくて、最後におしゃべりの時間があっても、終わると急
にみんなとのつながりがブツってきれたような感覚になってさびしいです🥺🥺 

• PCを閉じた瞬間に終了！という感じでオンオフの切り替えが極端な気がしました。 

• プロジェクトメンバー以外の人との距離がなかなか縮まらない。 

• スライドを作ったりだとか、作業する時に一人孤独だなと感じることがあるのがいやで
すね。みんなで残留※して作ったりするのも楽しいと思いました。 
※学校に泊まり込んでの活動 

• もし研究室や大学院棟で活動をしていたら、休憩時間にフリーに他のプロジェクトを見
に行ったり、また誰かが私のパソコンをちらっと覗いてコメントくれるなど、メンバー
との気軽なやりとりから生まれる質を得る機会が少なくなったのはオンラインでの残念
な点でした。そのため、来学期は、この気軽なやりとりと似かよった状況や同じ結果を
生み出せる状況や方法を、どうオンライン上でつくるかも考えていこうと思いました。

【ちょっとした時間・余韻】

研究室メンバーの声

無記名アンケート



オンラインならではの成果発表会
リアルではまずできない・やらない



オンラインならではの成果発表会
リアルではまずできない・やらない

プロジェクトの成果発表を、プロジェクトメンバー全員が 
それぞれのブレイクアウトルームで、パラレルに発表する。 
（例）6人のプロジェクトの場合、6部屋つくり、同じ時間帯に発表する

プロジェクトメンバー・パラレル・セッション

Breakout Room 1 Breakout Room 2 Breakout Room 3

Breakout Room 4 Breakout Room 5 Breakout Room 6

メンバー6人のプロジェクト

7/26  11:20～11:40



「マスターへの道：これまでに見つけたもの・見えてきた景色」 
（修士課程1年の4人による鼎談）

「Dの生態   ～博士メンバーの知られざるライフスタイル（生活・人生）～」 
（博士課程4人のライトニング・トークとパネルトーク）

１日中、ずっと発表を聞いているのも疲れるので・・・



自分の活動・成長をふりかえり 
自分で自分の評価をする②



自分で、自分の成長を測る評価軸と物差しをつくり、 

自分の成長を捉え、表現し、それをもとに語り合い、 

さらに深め、発見する。



今学期の井庭研での自分の成長を独自の「○○力」で測り、
自分の成長を捉えて、可視化・表現する

10個程度の「○○力」を考える 

いくつかは、自分独自の「○○力」を発明できると素敵 

数値は自分の感覚に合うものを「○○力」ごとに設定 

よい可視化の工夫 
ビジュアルの見た目の美しさと魅力

① 今学期の研究会の活動（プロジェクトや輪読など）を通じて、どのような
力が身についたと思うか、それを「～～力」と名付けて概念化し、それがど
のような力なのか簡単な説明文をつけます。 

② その「～～力」を測定しようとした場合、それの取りうる数値の範囲を設
定します。①で挙げた全ての「～～力」について、設定します。 

③ 上の①で挙げた「～～力」が②で設定した範囲のなかで、今学期のスター
ト時点でどの位置にいたのか、それが今学期を経てどのように変化したのか
（＝数値がどこまで上がったのか）を考え、可視化します。



成長の発見
昨日の自分と、今日の自分。

そのわずかな違いに敏感になる。

どこがどう成長したのかを振り返ることが
できるように、学びの記録をつけて進歩
を実感するようにする。

ラーニング・パターン

ラーニング・パターン



▼ そういうときに

▼ そこで

活動を終えたままにしていると，この経験の中で気
づいたことや感じたことが流れていってしまい，そ
れらから学ぶ機会を逃してしまう。

成果をまとめあげ，探究がひと通り終わった。

そのときは気づかなかった
自分の成長を確認・実感する。

この探究でやってきたことを俯瞰して振り返り，
うまくできたこと・できなかったことを踏まえ，
自分が何を学び，どう成長したのかを考える。

ふかん

E 振り返り  ー 未来に向けた学びにする31

成長の振り返り

▼ そういうときに

▼ そこで

ひとりで振り返りをしていると，起こったことの一部
しか見えていなかったり，別の選択肢に気づきにくか
ったりして，自分の発想の外に出ることが難しい。

自分の探究を振り返ってみた。

隣の人はどんな気づきを得たんだろう？

振り返ったことを友達に共有し，話し合うこと
で，自分の考えをより深めたり，相手の気づき
から学びを得たりする。

E 振り返り  ー 未来に向けた学びにする32

振り返りテーブルトーク

春学期の《成長の発見》を共有し合うセッション

探究パターン



春学期の《成長の発見》を考えるセッション



自分で、自分の成長を測る評価軸と物差しをつくり、 

自分の成長を捉え、表現し、それをもとに語り合い、 

さらに深め、発見する。
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成長のふりかえり

学期前 現在

成成長長ののふふりりかかええりり  

ふふじじ

・・発発想想転転換換力力

思思考考がが停停止止ししなないいよよううにに、、アアププロローーチチのの

仕仕方方ををいいろろいいろろ変変ええななががらら考考ええるる力力  

・・疑疑いい力力

どどんんななここととにに対対ししててもも、、自自分分ななりりにに考考ええ

ててみみるる力力  

・・語語彙彙力力

・・ここだだわわりり力力

納納得得すするるままででややりり続続けけるる力力  

・・取取捨捨選選択択力力

少少しし先先をを見見据据ええてて、、自自分分にに必必要要だだとと思思

っったた選選択択ををすするる力力  

・・言言っっててみみるる力力

思思いいつついいたたここととをを口口にに出出ししててみみるる力力  

・・いいいいととこころろ見見つつけけるる力力

人人ややももののののいいいいととこころろやや、、ややっってていいるるここ

ととのの良良いいととこころろをを見見つつけけるる力力  

・・１１日日をを充充実実ささせせるる力力

１１日日１１日日をを無無駄駄ににししなないいよようう工工夫夫すするる力力  







今学期の井庭研での自分の成長を独自の「○○力」で測り、
自分の成長を捉えて、可視化・表現する

10個程度の「○○力」を考える 

いくつかは、自分独自の「○○力」を発明できると素敵 

数値は自分の感覚に合うものを「○○力」ごとに設定 

よい可視化の工夫 
ビジュアルの見た目の美しさと魅力

① 今学期の研究会の活動（プロジェクトや輪読など）を通じて、どのような
力が身についたと思うか、それを「～～力」と名付けて概念化し、それがど
のような力なのか簡単な説明文をつけます。 

② その「～～力」を測定しようとした場合、それの取りうる数値の範囲を設
定します。①で挙げた全ての「～～力」について、設定します。 

③ 上の①で挙げた「～～力」が②で設定した範囲のなかで、今学期のスター
ト時点でどの位置にいたのか、それが今学期を経てどのように変化したのか
（＝数値がどこまで上がったのか）を考え、可視化します。









パターン作成力ブレイクダウン力

みんなで波にのる力
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思考まとめ力
40%

ことば責任力10% 60%

60%40% 執筆ライフスタイル力

踏ん張り力
70%40%

幸せ感情爆弾力70% 1000%

井庭研LOVE POWER
800%70%

-100% 頭の中のことをことばにするために必要なPOWER

相談力10% 60%

飲み会参加力10% 60%

方向認知力-50% 60%

さにーの成長記録

進む方向を正しく認知するために必要なPOWER

ことばを正しく使うおうとする意思を持つために必要なPOWER

まわりの人に相談するために必要なPOWER

井庭研の飲み会に参加するPOWER

パターン執筆のために生活を調整するPOWER

逃げずにその場でぐーっと思考し続けるPOWER

LOVELOVELOVE！

幸せ感情爆弾のPOWER！



オンラインならではの「力」



つながり発見力
物事同士のつながりを自分自身の経験から 

見つける力 
３→８

物怖じしない力井庭研反映力

うなずき力暇があったら読書力 自分らしさ力

井庭研で養った能力を井庭研外でも 
発揮していく力 

４→７

学年や経験値にとらわれて怖気付く 
のではなく、自分のベストを発揮する力 

２→６

余暇の時間を積極的に読書をする時間に 
当てようとする力 

１→７

自分の軸を持って自分らしく生きる力 
２→７

オンラインという状況のなかで他の人が 
話している時にうなずきをいれる力 

２→５

る か の 成 長 の 発 見



自分の成長～2020春学期井庭崇研究会を通して～
　　　　　　　　　　　　　　　　ととららじじぃぃ

オンライン
コラボレーション力

本質読み取り力

Problem発見力

ラフな読書力

ルーマン力

探究力

オンライン上において、意思疎通を図りコラボレーションを実行する能力。

物事の本質となる部分を見極め、抽出する能力。

パターンにおいて、Solutionがどんな問題(Problem)を解決しているかを発見
する能力。
読書をする際に、一語一句理解しようとするのではなく、重要そうだと感
じる箇所に重点を置き、ラフに読む能力。
物事（コミュニケーション、社会など）が成り立っていることの「蓋然性
の低さ」をベースとして思考する能力。
井庭研の「ミッション」を常に片隅に置き、研究会時間外においても日常的
に探究をし続ける能力。

3
7

※※数値は0が最低値、10が最高値

オンライン
コラボレーション力

身についた「力」

顔出し力 ブレイクアウトセッションに分かれた瞬間に誰よりも早くビデオをオンにする
能力。（研究会以外の授業の際にも）

朝たまご力 全体性のたまごを描いてから1日をスタートさせる能力。

レスポンス・ラリー力 テニスの練習の時だけでなく、SlackやLINEなどの連絡に対してリアクション
を行い、ラリーを続ける能力。
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オンライン
コラボレーション力 オンライン上において、意思疎通を図りコラボレーションを実行する能力。

身についた「力」
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自分で、自分の成長を測る評価軸と物差しをつくり、 

自分の成長を捉え、表現し、それをもとに語り合い、 

さらに深め、発見する。



ふりかえりおしゃべりタイム→ゆるやかな解散
「おしゃべり」しつつ解散する時間にします。

全体としては終了となりますので、 
ブレイクアウトルームでおしゃべりして 
適宜流れ解散してください。

よかったら、「ふりかえりのたまご」も
描いてみてください。

アンケートに感想をお願いします！




